
NO . 9 9 6
フォレスト・ニュース

森 21 年 2月

大阪市北区天満橋 1-8-75     TEL 050-3160-6763
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

近畿中国森林管理局

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を使用しています。
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　08　森を守る
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「美しい森林づくりに関する覚書」を締結
　平成 20 年 12 月 16 日、近畿中国森林管理局とアサヒビール株式会

社は、森林の整備と保全に連携して取り組む「美しい森林づくり」

に関する覚書を締結しました。

森への誘い

　近畿中国森林管理局ホームページでは、管内国有林の美しい

風景や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林

における主な取組などの写真を毎月、スライド形式で紹介して

います。第6回目は岡山の国有林です。是非ご覧下さい。

　 http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoku

右から　大椿広島北部森林管理署長、朝比奈近畿中国森林管理局長、アサヒ

ビール株式会社　竹田社会環境推進部長、アサヒの森 中村環境保全事務所長
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近
畿
中
国
森
林
管
理
局
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
が
美
し
い
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

全
国
初
の
企
業
と
共
同
し
た
森
林
整
備
の
実
施

　

平
成
20
年
12
月
16
日
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

株
式
会
社
は
、
森
林
の
整
備
と
保
全
に
連
携
し
て
取
り
組
む
「
美
し

い
森
林
づ
く
り
」
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

  

覚
書
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株)
社
有
林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
と
国

有
林
が
、

①
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
や
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
、

②
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
森
林
の
大
切

さ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
森
林
環
境
教
育
の
実
施
、

③
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
お
け
る
森
林
の
重
要
性
と
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
双
方
か
ら
の
情
報
発
信
、

に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
企
業
が
国
有
林
と
協
定
を
締
結

し
、
国
有
林
内
で
植
樹
活
動
等
を
行
う
事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
社
有

林
と
国
有
林
が
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
て
、
森
林
の
整
備
や
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
は
じ
め
、
森
林
環
境
教
育
の
推
進
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
す
る
覚
書
は
全
国
初
と

な
り
ま
す
。

 
 

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株)

は
、
広
島
県
の
三
次
市
と
庄
原
市
に
２
，

１
６
５
ha
の
社
有
林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
の
国
有
林
を
管
理
す
る
広
島
北
部
森
林
管
理
署
と
ア
サ
ヒ
の
森

環
境
保
全
事
務
所
は
、
日
頃
か
ら
森
林
整
備
に
関
す
る
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
一
昨
年
の
４
月
か
ら
は
、
双
方
が
主
催
す
る
森
林

環
境
教
育
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
よ

り
質
の
高
い
森
林
環
境
教
育
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
隣
接
す
る
民
有
林
と
国
有
林
が
互
い

に
協
力
・
連
携
し
て
森
林
整
備
を
行
い
、
森
林
の
重
要
性
を
情
報
発

信
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
力

に
な
る
こ
と
を
互
い
に
実
感
し
、
今
回
、
覚
書
の
締
結
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

  

調
印
式
で
は
、
朝
比
奈
清
局
長
か
ら
「
企
業
の
森
林
づ
く
り
活
動

が
地
域
と
連
携
し
た
大
き
な
取
組
と
し
て
広
が
る
た
め
に
も
、
今
回

の
覚
書
が
良
い
前
例
と
な
る
よ
う
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株)

と
協
力
し

つ
つ
今
後
の
具
体
的
な
取
組
を
進
め
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、ま
た
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株)

理
事
、
竹
田
義
信
社
会
環
境
推
進
部
長
か
ら

は
、「
今
回
の
覚
書
を
契
機
に
、
ア
サ
ヒ
の
森
と
広
島
北
部
森
林
管

理
署
と
の
取
組
が
全
国
の
先
進
事
例
と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
広
島
北
部
森
林
管
理
署
と
ア
サ
ヒ
の
森
環
境
保
全
事
務

所
と
の
間
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
取
組
を
契
機
に
、
健
全
で
豊
か
な
美
し
い
森
林
づ
く
り
が
地

域
一
体
と
な
っ
た
取
組
と
し
て
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

覚書を締結し、握手する近畿中国森林管理局の朝比奈局長 (右 )とアサ

ヒビール株式会社の竹田社会環境推進部長

国  有  林
アサヒの森
既 設 路 網
路網想定線

広島県 庄 原 市 比 和 町

国 有 林 と 「 ア サ ヒ の 森 」 の 森 林 共 同 施 業 団 地 設 定 予 定 地

庄原市

広島県
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民

有

林

と

連

携

し

た

森

林

整

備

民

有

林

と

連

携

し

た

森

林

整

備
②

～
民
国
連
携
森
林
共
同
施
業
団
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
今
後
の
展
開
～　
　

島
根
森
林
管
理
署

１　

は
じ
め
に

　

木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
や
木
材
安
定
供
給
の

実
現
の
た
め
、
効
率
的
な
木
材
生
産
団
地
の
設
定

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、当
署
で
は
、

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
森
林
共
同
施
業

団
地
の
設
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

団
地
設
定
に
は
、
県
や
市
町
村
、
流
域
林
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
、
林
業
公
社
等
の
様
々
な
機
関
の

協
力
が
必
要
で
す
が
、
主
に
私
有
林
の
と
り
ま
と

め
を
行
い
、
森
林
施
業
を
実
行
す
る
森
林
組
合
が

協
定
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
森
林
組
合
の
施
業
団
地
設
定
の
取
組
に
対
す

る
意
向
を
調
査
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

２　

方
法

　

県
内
に
あ
る
、
13
森
林
組
合
全
て
に
無
記
名
方

式
の
回
答
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
回
答

は
、
11
組
合
か
ら
得
ら
れ
、
回
収
率
は
85
％
で
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
協
定
者
と
し
て
関
わ
っ
た
経

験
が
あ
る
組
合
と
な
い
組
合
で
回
答
に
違
い
が
あ

る
か
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

３　

結
果
と
考
察

（
１
）「
施
業
団
地
の
取
組
の
認
知
度
」

　

「
施
業
団
地
の
取
組
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
」

と
い
う
問
い
に
は
、
回
答
し
た
組
合
全
て
が
こ
の

取
組
を
知
っ
て
お
り
、
協
定
者
と
な
っ
て
い
な
い

組
合
に
も
こ
の
取
組
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
取
組
を
開
始
し
た
平
成
19

年
の
間
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
）「
施
業
団
地
に
対
す
る
意
識
」

　

「
施
業
団
地
の
設
定
は
、
組
合
に
と
っ
て
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
つ
い

て
は
、
回
答
し
た
組
合
全
て
が
「
非
常
に
良
い
」

ま
た
は
、「
良
い
」
と
回
答
し
、「
悪
い
」
と
い
う

否
定
的
な
意
見
を
述
べ
た
組
合
は
な
く
、
こ
の
取

組
に
対
し
、大
変
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
協
定
に
す
で
に
関
わ
っ
て
い
る
組
合
は
、

よ
り
肯
定
的
な
評
価
で
し
た
（
図
１
）。

（
３
）「
協
定
者
の
意
見
」

　

「
実
際
に
団
地
設
定
に
関
わ
り
何
か
変
化
は
あ

り
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
協

定
者
と
し
て
関
わ
っ
た
80
％
以
上
の
組
合
が
、
団

地
設
定
に
よ
り
以
前
よ
り
も
「
良
く
な
っ
た
」
と

答
え
、
取
組
を
開
始
し
て
ま
だ
あ
ま
り
時
間
は
経

過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
良
い
変
化
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
路
網

整
備
が
容
易
に
な
っ
た
」「
作
業
道
の
開
設
で
広

範
囲
多
種
の
事
業
が
展
開
で
き
る
」
と
い
う
、
道

に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
「
民
有
林
・
国
有
林
の
話

し
合
い
の
場
が
で
き
た
」
な
ど
、
情
報
交
換
に
対

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。

（
４
）「
施
業
団
地
の
メ
リ
ッ
ト
」

　

「
団
地
設
定
で
良
く
な
る
と
感
じ
る
事
柄
は
？
」

と
い
う
問
い
で
は
、
施
業
コ
ス
ト
低
減
へ
の
期
待

が
最
も
高
く
、
で
き
る
限
り
素
材
生
産
コ
ス
ト
を

下
げ
た
い
と
言
う
組
合
の
思
い
が
分
か
り
ま
し

た
。
現
地
で
の
聞
き
込
み
で
も
、
高
性
能
林
業
機

械
の
移
動
に
か
か
る
費
用
が
団
地
化
す
る
こ
と
で

低
減
で
き
る
と
い
っ
た
意
見
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
５
）「
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

　

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
よ

り
積
極
的
に
団
地
設
定
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、「
団
地

設
定
に
適
当
な
箇
所
が
確
保
で
き
れ
ば
取
り
組
み

た
い
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
団
地
の
設
定

に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
、
小
規
模
分

散
的
な
私
有
林
の
と
り
ま
と
め
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。
国
有
林
な
ど
行
政
側
と

し
て
は
、
団
地
の
候
補
地
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
が
、
協
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
た
組
合

側
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

４　

結
論
と
今
後
の
展
開

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
こ
の
取
組
は
組
合
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
地

元
森
林
官
と
協
力
し
な
が
ら
、
協
定
可
能
箇
所
を

提
案
し
て
い
き
、施
業
団
地
を
増
や
す
計
画
で
す
。

さ
ら
に
、
現
在
あ
る
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
メ
リ
ッ
ト
を
関
係
者
の
話
し
合
い
の
中
で
探

り
、
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未協定者

　A 
２０％

　B
８０％

回答数　５／７

協定者

　A 
６７％

　B
３３％

回答数　６／６
A: 非常に良い　B: 良い
C: 悪い　D: 非常に悪い

Q 　施業団地の設定は、組合にとって良いこと
　　だと思いますか？

図 1　共同施業団地に対する意識

図２　協定者として関わった組合の意見
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
で
古
代
の
息
吹
を
発
見

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
へ
行
こ
う
！

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
、
全
国
の
国
有
林
の
中
か
ら
美
し
い
森
林
や
渓
谷
、
湖
沼
な
ど
の
景
勝
地
や
野
外
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
森
林
等
が
選
定
さ

れ
、
保
健
・
文
化
・
教
育
的
利
用
に
広
く
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
の
特
徴
や
利
用
の
目
的
に
応
じ
て
、
国
有
林
野
の
豊
か
な
自
然
を
自
然
観
察
教
育
林
、
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
、

風
致
探
勝
林
、
風
景
林
、
自
然
休
養
の
６
種
類
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
数
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
中
か
ら
今
回
は
、
春
日
山
自
然
観
察
教
育
林
を
紹
介
し
ま
す
。

　

春
日
山
自
然
観
察
教
育
林

　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
市
高
畑
町
）

  

林
内
に
は
、
石
窟
仏
群
が
あ
り
、
シ
イ
、
カ
シ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
様
々
な
広
葉
樹
が
、
や
す
ら

ぎ
の
森
林
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
の
側
を
、
奈
良
市
内
か
ら
春
日
奥
山
を

超
え
て
柳
生
の
里
に
向
か
う
柳
生
街
道
（
滝
坂
の

道
）
が
通
っ
て
い
ま
す
、
古
く
は
、
南
都
の
僧
た

ち
の
修
行
の
場
で
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
柳

生
の
里
を
目
指
す
多
く
の
剣
豪
た
ち
が
往
来
し
た

道
で
も
あ
り
ま
す
。
渓
流
沿
い
に
あ
る
石
畳
は
、

江
戸
中
期
に
奈
良
奉
行
に
よ
っ
て
敷
き
詰
め
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
街
道
沿
い
に
は

寝
仏
、
夕
日
観
音
、
朝
日
観
音
、
首
切
り
地
蔵
な

ど
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

◎
春
日
山
石
窟
仏
は
、
穴
仏
と
も
呼
ば
れ
、
東
西

二
つ
の
石
窟
に
大
日
如
来
、
地
蔵
菩
薩
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
久
寿
２
年
（
１
１
５
５
年
）、
保
元
２

年
（
１
１
５
７
年
）
の
刻
銘
が
あ
り
、
藤
原
時
代

の
作
と
さ
れ
て
ま
す
。
ま
た
、
配
置
か
ら
顕
教
と

密
教
の
融
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
地
獄
谷
石
窟
仏
は
、
聖
人
窟
と
も
称
さ
れ
、
薬

師
如
来
、
十
一
面
観
音
、
妙
見
菩
薩
な
ど
が
あ
り

ま
す
。四
畳
半
ほ
ど
の
窟
内
に
線
彫
さ
れ
た
像
で
、

苔
の
緑
と
石
仏
に
残
る
微
か
な
朱
が
、
え
も
い
わ

れ
ぬ
美
し
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
、
奈
良
交
通
バ
ス
破

石
町
下
車
、
柳
生
街
道
（
滝
坂
の
道
）
沿
い
に
徒

歩
約
45
分

柳
生
街
道
（
滝
坂
の
道
）

春
日
山
石
窟
仏

地
獄
谷
石
窟
仏



NO.996

5 森のひろば　2月号

広
島
森
林
管
理
署
37

   
   

広
島
県
最
高
峰
恐
羅
漢
山

広
島
県
最
高
峰
恐
羅
漢
山

                  
                  

「「
横横よ

こ
ご
う

よ
こ
ご
う川川

国
有
林
」

国
有
林
」

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/hiroshima

〒
七
三
〇ｰ

〇
八
二
二

　

広
島
市
中
区
吉
島
東
三ｰ

二ｰ

五
一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
四
五

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二ｰ

二
四
七ｰ

五
八
二
二

　

広
島
県
西
端
に
位
置
す
る
山
県
郡
安
芸
太
田
町

の
横
川
国
有
林
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

広
島
県
西
部
の
島
根
県
県
境
付
近
に
は
約
５
千

㏊
の
国
有
林
団
地
が
あ
り
横
川
国
有
林
は
そ
の
中

に
所
在
し
、
そ
の
面
積
は
約
４
２
０
㏊
で
す
。
当

国
有
林
は
国
土
の
保
全
・
水
資
源
の
か
ん
養
の
た

め
保
安
林
整
備
臨
時
措
置
法
に
基
づ
き
、
昭
和
38

～
39
年
に
戸
河
内
町
（
現
安
芸
太
田
町
）
か
ら
買

い
入
れ
、
横
川
国
有
林
と
し
た
も
の
で
す
。
買
い

入
れ
時
は
未
立
木
地
で
し
た
が
水
源
林
の
造
成
を

図
る
た
め
昭
和
49
年
ま
で
ス
ギ
を
主
体
に
造
林
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
人
工
林
率
58
％
、
６

～
９
齢
級
の
林
分
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
間
伐

等
の
施
業
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
横
川
国
有
林
を
含
む
約
２
万
９
千
㏊
の
地

域
は
、
昭
和
44
年
に
西
中
国
山
地
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
、
そ
の
後
同
国
有
林
は
、
人
と
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
目
的
か
ら
昭
和
50
年

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
「
恐
羅
漢
・
細
見
峡

自
然
休
養
林
」（
恐
羅
漢
地
区
）に
指
定
し
ま
し
た
。

国
有
林
内
に
は
大
山
に
つ
ぐ
中
国
地
方
の
高
峰

「
恐
羅
漢
山
」
標
高
１
，
３
４
６
ｍ
と
、
恐
羅
漢

山
の
南
南
西
に
「
旧
羅
漢
山
」
標
高
１
，
３
３
４

ｍ
が
あ
り
ま
す
。
稜
線
は
南
北
1.4
㎞
に
の
び
て
お

り
縦
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
恐
羅
漢
山
は
、

広
島
県
最
高
峰
の
山
だ
け
に
多
く
の
山
々
を
一
望

で
き
、
旧
羅
漢
山
の
山
頂
に
は
、　

三
笠
宮
寛
仁

殿
下
登
頂
記
念
（
昭
和
53
年
10
月
）
の
石
碑
が
あ

り
ま
す
。
恐
羅
漢
山
頂
付
近
に
は
、
貴
重
な
ブ
ナ

の
原
生
林
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

ン
な
ど
が
あ
り
、四
季
を
通
じ
て
入
込
者
も
多
く
、

春
は
山
菜
採
り
、
夏
は
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
秋
は

紅
葉
狩
り
、
冬
は
ス
キ
ー
な
ど
思
い
っ
き
り
森
林

浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。登
山
ル
ー
ト
は
、

立
山
ル
ー
ト
、
夏
焼
き
ル
ー
ト
、
水
越
ル
ー
ト
、

台
所
原
ル
ー
ト
の
４
ル
ー
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
魅
力
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

な

お
昨
年
の
遭
難
を
契
機
に
、
登
山
者
の
安
全
確
保

の
た
め
標
識
等
が
整
備
さ
れ
、
安
全
に
配
慮
し
た

登
山
ル
ー
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
当
国
有
林
の
一
部
を
ス
キ
ー
場

と
し
て
、
２
民
間
会
社
に
約
26
㏊
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
昭
和
42
年
の
民
営
ス
キ
ー

場
の
開
設
に
つ
づ
き
、
昭
和
48
年
12
月
か
ら
戸
隠

ス
キ
ー
場
と
併
せ
て
全
国
２
番
目
の
国
営
ス
キ
ー

場
（
恐
羅
漢
ス
キ
ー
場
）
と
し
て
営
業
を
開
始
を

し
ま
し
た
。
広
島
県
初
の
国
体
公
認
コ
ー
ス
に
認

定
さ
れ
、局
長
杯
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

昭
和
60
年
に
は
過
去
最
高
の
１
億
円
を
超
え
る
収

入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
の
流
れ
の
中
、
平
成
４

年
８
月
末
事
業
所
を
廃
止
し
、
施
設
を
移
譲
し
て

現
在
は
国
営
か
ら
国
設
に
代
わ
り
ス
キ
ー
場
が
営

業
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
場
は
積
雪
が
多
く
、

雪
質
も
優
れ
て
お
り
10
基
の
リ
フ
ト
に
よ
る
自
然

に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
、
県
内
は
も
と
よ
り
九
州
か

ら
も
訪
れ
る
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ
れ
て
い

て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

車
の
場
合
は
、
中
国
自
動
車
道
（
戸
河
内
イ
ン

タ
ー
）
か
ら
国
道
１
９
１
号
線
～
幹
線
林
道
（
大

朝
・
鹿
野
線
）
経
由
33
㎞
（
約
45
分
） 

県
道
公
園

線
経
由
17
㎞
（
約
35
分
）

冬
の
恐
羅
漢
山

（
右
）
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
恐
羅
漢
山
（
左
）
山
頂
付
近
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　近畿中国森林管理局では、原生的な天然林や貴重な野生動植物の生息・生育地等　近畿中国森林管理局では、原生的な天然林や貴重な野生動植物の生息・生育地等

の保護を図るため、７４箇所、約１万９千 ha の国有林に保護林を設定しています。の保護を図るため、７４箇所、約１万９千 ha の国有林に保護林を設定しています。

　このコーナーでは、管内の保護林をシリーズで紹介します。　このコーナーでは、管内の保護林をシリーズで紹介します。 保護林保護林

　

弘
法
大
師
が
真
言
密
教
の
大
本
山
開
基
の
地
と

し
て
高
野
山
を
開
い
た
の
は
、弘
仁
７
年（
８
１
６

年
）
で
す
。
当
時
の
森
林
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
高
野
六
木
と
称
さ
れ
る
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
コ
ウ

ヤ
マ
キ
が
混
在
し
た
深
い
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
山
内
と
そ
の
周
辺
の

森
林
は
、
各
時
代
の
堂
宇
の
焼
失
、
再
建
、
発
展

に
つ
れ
て
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
徳
川
時
代
に
至
り
、
文
化
10
年

（
１
８
１
３
年
）、
高
野
六
木
を
留
木
と
し
て
寺
院

伽
藍
の
補
修
用
材
の
ほ
か
は
伐
採
を
禁
止
し
、
保

護
育
成
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
保
護
林
も
、
江
戸

期
以
降
の
こ
う
し
た
保
護
育
成
に
よ
り
成
立
し
た

も
の
で
す
。

高
野
山
コ
ウ
ヤ
マ
キ
植
物
群
落
保
護
林

高
野
山
コ
ウ
ヤ
マ
キ
植
物
群
落
保
護
林

　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）、
当
該
保
護
林
を

含
む
広
大
な
寺
領
の
山
林
は
、
社
寺
上
地
の
命
に

よ
り
国
有
林
と
な
り
、大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）

に
当
該
地
を
学
術
研
究
の
た
め
の
学
術
参
考
保

護
林
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
２

年
に
「
コ
ウ
ヤ
マ
キ
植
物
群
落
保
護
林
」
と
し
て

再
編
し
た
も
の
で
す
。
植
物
群
落
保
護
林
と
は
、

「
我
が
国
又
は
地
域
の
自
然
を
代
表
す
る
も
の
と

し
て
保
護
を
必
要
と
す
る
植
物
群
落
及
び
歴
史

的
、
学
術
的
価
値
等
を
有
す
る
個
体
の
維
持
を
図

り
、
併
せ
て
森
林
施
業
・
管
理
技
術
の
発
展
、
学

術
研
究
等
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
設
定
し
て

い
る
も
の
で
す
。
現
在
、
当
局
管
内
に
は
43
箇
所

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

高
野
山
は
明
治
５
年
ま
で
女
人
禁
制
で
、
女
性

の
た
め
の
参
籠
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
こ

の
女
人
堂
で
す
。
当
時
、
女
性
は
こ
こ
か
ら
山
内

に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
険
し
い
女
人
道
を
経
て

奥
の
院
参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
高
野
山

に
は
七
つ
の
登
り
口
が
あ
っ
て
、
各
登
り
口
に
は

こ
の
よ
う
な
女
人
堂
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
林
は
、
現
在
、
高
野
山
で
唯
一
残
る
女
人

堂
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高
は
約

７
３
０
ｍ
～
８
９
０
ｍ
、
林
齢
は
２
９
６
年
生
、

高
野
龍
神
国
定
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
林
内
に
は
遊
歩
道
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
保
護
林
で
高
野
六
木
す
べ
て
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
巨
大
な
コ
ウ
ヤ

マ
キ
が
林
立
す
る
様
は
、
往
古
の
森
を
偲
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

  

ま
た
、
地
元
高
野
町
は
、
平
成
19
年
３
月
に
近

畿
地
方
で
始
め
て
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
基
地
に

認
定
さ
れ
、
８
本
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
が
設
け
ら

れ
て
ま
す
が
、
う
ち
１
本
は
「
高
野
山
コ
ウ
ヤ
マ

キ
植
物
群
落
保
護
林
ル
ー
ト
」
と
し
て
選
定
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

《設定場所等》　和歌山県伊都郡高野町　《設定場所等》　和歌山県伊都郡高野町　

　　　　　　　　高野山国有林２０７林班い小班　　　　　　　　高野山国有林２０７林班い小班

　　　　　　　　面積：３０．４７ha　　　　　　　　面積：３０．４７ha

高野山「女人堂」

保護林の約半数を占めるコウヤマキの純林
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

古
都
の
景
観
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
見
学　

～
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現

地
見
学
会
～

【
局
】
12
月
17
日
、
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所

管
内
に
お
い
て
、「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
見
学

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
地
見
学
会
に
は
、
各

府
県
の
モ
ニ
タ
ー
代
表
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
京
都
東
山
の
高
台
寺
山
国
有
林
に
お

い
て
、
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
の
福
田
所
長

よ
り
高
台
寺
山
国
有
林
の
概
要
を
紹
介
し
た
後
、

林
内
を
視
察
し
な
が
ら
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
防
除
対
策
や
「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議

会
」
に
よ
る
取
り
組
み
、
室
戸
台
風
に
よ
る
風
倒

木
被
害
か
ら
の
復
旧
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
下
山
後
は
、「
清
水
の
舞
台
」
か

ら
高
台
寺
山
国
有
林
を
遠
望
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
清
水
寺
境
内
と
一
体
と
な
っ
た
国
有
林
の
景

観
に
感
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

銀
閣
寺
の
参
道
に
移
動
後
は
、
銀
閣
寺
山
国
有

林
を
遠
望
し
つ
つ
、
高
島
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
マ
ツ
復
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
大
文
字
保
存
会

へ
の
薪
の
供
給
な
ど
、
同
国
有
林
に
お
け
る
マ
ツ

林
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

  
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
と
も
、
モ

ニ
タ
ー
の
方
々
が
国
有
林
野
事
業
の
取
り
組
み
を

現
場
で
体
感
で
き
る
よ
う
、
現
地
見
学
会
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
木
に
見
入
る
参
加

者

獣
害
対
策
の
現
地
検
討
会
及
び
講
習

を
開
催

【
福
井
森
林
管
理
署
】
福
井
県
の
森
林
は
、
若
狭

地
域
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
増
加
に
よ
る
獣
害

激
甚
地
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ

い
て
も
東
西
の
地
域
個
体
群
の
境
目
に
位
置
し
て

お
り
、
県
内
一
円
に
わ
た
り
ク
マ
剥
ぎ
被
害
が
見

ら
れ
る
等
、
獣
害
は
林
業
に
お
け
る
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
10
月
27
日
、
28
日
の
二
日
間
、
森

林
生
物
学
が
専
門
の
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
の
高
柳
敦
先
生
を
お
招
き
し
て
、
獣
害
対
策
の

現
地
検
討
会
と
署
内
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
若
狭
地
域
の
国
有
林
に
お
い
て
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
と
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
樹
皮
剥
ぎ
の
特
徴
や

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
張
り
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
獣
害
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
講

義
を
署
で
受
け
た
後
、
越
前
地
域
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
よ
る
激
甚
被
害
地
に
て
、
被
害
発
生
の
プ
ロ

セ
ス
や
被
害
木
の
回
復
過
程
に
つ
い
て
、
過
去
四

度
に
わ
た
り
ク
マ
剥
ぎ
に
遭
っ
た
木
を
対
象
に
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
最
新
の
学
術
的
知
見
を
実
地
講
習
も
交

え
て
学
び
、
署
員
一
同
獣
害
対
策
は
急
務
で
あ
る

と
の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
民
有

林
と
連
携
し
て
獣
害
発
生
地
域
の
情
報
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
害
被
害
木
の
年
輪
幅
を
調
査

大
山
横
手
道
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
の
協
定
を
締
結

【
鳥
取
森
林
管
理
署
】
大
山
横
手
道
は
大
山
寺
に

向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
幾
多
の
「
大だ

い
せ
ん
み
ち

山
道
」
と
呼

ば
れ
る
巡
礼
の
ル
ー
ト
の
一
部
で
、
今
で
は
散
策

路
と
し
て
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
９
日
、
大
山
横
手
道
周
辺
の
国
有
林
で
長

年
ブ
ナ
林
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
大
山
横

手
道
上
ブ
ナ
を
育
成
す
る
会
（
会
長　

住
田
圭
成

伯
耆
町
長
）
と
鳥
取
森
林
管
理
署
の
間
で
「
大
山

ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
協
定
調
印
式
を
現
地
で
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
１
０
０
名
に
よ
り
ブ
ナ
の
植

樹
を
実
施
し
ま
し
た
。
中
に
は
植
樹
自
体
は
じ
め

て
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
一

生
懸
命
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
森　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備

の
協
定
を
締
結
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高
台
寺
山
国
有
林
で
薪
割
イ
ベ
ン
ト
を

開
催

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
12
月
19
日
に
、

高
台
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
、「
京
都
伝
統
文
化

の
森
推
進
協
議
会
」
の
主
催
に
よ
る
薪
割
イ
ベ
ン

ト
「
東
山
薪
割
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

高
台
寺
山
国
有
林
で
は
、
平
成
17
年
に
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
枯
死
木
被
害
が
発
生
し

て
か
ら
、
枯
死
木
の
伐
倒
・
く
ん
蒸
処
理
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
、
処
理
済
み
の
伐
倒

木
は
一
部
搬
出
し
た
も
の
の
、
多
く
は
林
内
に
放

置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
般
、「
京

都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
で
は
、
伐
倒
木

の
有
効
活
用
を
目
的
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
薪
割

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
薪
割

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
同
協
議
会
の
活
動
協
力
団
体
で

あ
る
祇
園
商
店
街
振
興
組
合
、粟
田
自
治
連
合
会
、

弥
榮
自
治
連
合
会
、
清
水
自
治
連
合
会
、
清
水
寺

門
前
会
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
な
ど
か

ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

京
都
市
役
所
よ
り
、
平
嶋
農
林
振
興
室
長
、
高
橋

林
業
振
興
課
長
ほ
か
８
名
、
当
所
よ
り
、
福
田
所

長
、
元
山
流
域
管
理
調
整
官
、
仁
平
東
山
森
林
官

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
台
寺
山
国
有
林
内
の
防
火
貯
水
槽

付
近
に
集
合
し
た
後
、
平
嶋
室
長
か
ら
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
高
橋
課
長
が
斧
に

よ
る
薪
割
作
業
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披

露
し
た
後
、
５
班
に
分
か
れ
て
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
被
害
木
の
薪
割
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
被
害
木
の
多
く
は
、

適
度
に
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斧
で
簡
単
に

割
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
割
っ
た
薪
は
荒
縄
で

結
束
し
て
、
集
積
し
ま
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
の
作

業
で
、
50
束
程
度
の
薪
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
生
産
し
た
薪
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
関

係
者
で
試
用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
今
後
と
も
、「
京
都
伝
統
文
化
の

森
推
進
協
議
会
」
に
よ
る
活
動
を
積
極
的
に
支
援

す
る
方
針
で
す
。

被害木の有効活用にと薪割りに汗を流す参加者

森を守る森を守る
シリーズ

山
火
事
跡
地
に
森
林
を
復
旧
す
る

　

冬
は
山
火
事
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
れ
は
、
森
林
内
に
落
ち
葉
が
積
も
っ
て

燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
な
ど
の
自
然
条
件
が

重
な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
発
生
し
た
火
事
は
強
い
季
節
風
に
よ
り
燃
え
広
が

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
火
事
の
約
７
割
が
冬
か
ら
春
先
（
12
月
か
ら
４
月
）
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

  
広
島
県
東
広
島
市
の
岩
幕
山
国
有
林
で
は

平
成
９
年
３
月
に
40
㏊
、
平
成
19
年
３
月
に

も
７
．
１
㏊
を
焼
失
す
る
山
火
事
が
発
生
し

ま
し
た
。
森
林
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
た
め
山

腹
斜
面
の
転
石
が
む
き
出
し
に
な
り
落
石
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

広島森林管理署では、森林を復旧するために、ヘリ

コプターから種や肥料を播く航空実播工を施工しま

した。

　

山
火
事
の
後
、
落
石
や
山
腹
崩
壊
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

森
林
が
焼
失
し
、
根
茎
で
土
や
石
を
緊
縛

し
た
り
、
樹
幹
で
落
石
を
受
け
止
め
る
な

ど
の
機
能
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
治
山
事
業
で
は
、
こ
う
し
た
機
能
を

回
復
す
る
た
め
、
植
栽
工
や
航
空
実
播
工

に
よ
り
山
火
事
跡
地
の
森
林
の
復
旧
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
転
石
や
土
砂
の
流
出

の
お
そ
れ
が
高
い
場
合
に
は
、
谷
止
工
な

ど
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転石や土砂が下方の道路に流れ出さないように谷止

工を施工しました。

谷止工


